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地域が事業主体となった⼩小⽔水⼒力力発電事業を推進するために	  

2015年年11⽉月19⽇日	  

特定⾮非営利利活動法⼈人地域再⽣生機構	  副理理事⻑⾧長	  
⽯石徹⽩白農業⽤用⽔水農業協同組合 　参事	  

平野彰秀（ひらの・あきひで）	  

第1回全国⼩小⽔水⼒力力⼤大会	  
分科会１「地域主体で開発する⼩小⽔水⼒力力発電」	  

岐⾩阜県郡上市	  
⽩白⿃鳥町⽯石徹⽩白	  
（いとしろ）	  

・郡上⼋八幡から	  
 　⾞車車で１時間	  

・標⾼高７００ｍ	  

・隣隣の集落落から	  
 　15km	  

・スキー場を２つ	  
 　超えたその奥	  

・100世帯270⼈人	  
 　過疎化の進む	  
 　集落落	  

2012年年度度〜～	  	   　2010〜～11年年度度	  2009年年度度	  

岐⾩阜県郡上市・⽯石徹⽩白（いとしろ）地区における
⼩小⽔水⼒力力発電の歩み	  

2007〜～8年年度度	  

・3機実験的に導⼊入	  
・発電ポテンシャルと
 　消費電⼒力力量量を調査	  

・新型らせん⽔水⾞車車設置	  
・地元NPOの事務所
 　の照明と外灯に利利⽤用	  

・上掛け⽔水⾞車車を設置し、	  
 　農産物加⼯工所の電気	  
 　の⼀一部をまかなう	  
・⽯石徹⽩白⼩小学校児童と	  
 　ピコピカ制作・設置	  

・事業型⼩小⽔水⼒力力発電所	  
 　の基本設計	  
・⼩小⽔水⼒力力発電所建設の	  
 　ための組織づくりと	  
 　地域内合意形成	  

2014年年4⽉月	  
 　⽯石徹⽩白農業⽤用⽔水	  
 　農業協同組合 　設⽴立立	  
2015年年6⽉月	  
 　県・市による発電所	  
 　（63kW）稼働開始	  
2016年年6⽉月	  
 　農協による発電所	  
 　（116kW）完成予定	  
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明治時代の⼈人たちが、⼭山の中を	  
3kmにわたって、⽔水路路を引いてきてくれた	  

⇒その⽔水路路を活⽤用	  

農協が建設・運営する発電所	  
発電出⼒力力：116kW	  

(県55%、市20%、農協25%）	  
2016年年6⽉月、運転開始予定	  

郡上市が運営する発電所	  
発電出⼒力力：63kW	  

(国50%、県25%、市25%）	  
2015年年6⽉月、運転開始	  

⼀一号⽤用⽔水取⽔水地点	  
（朝⽇日添川）	   ヘッドタンク	  

地域住⺠民が出資し、リスクを追う発電所	  
売電収益を、新たな農業振興・農村振興事業の原資に	  

⾏行行政の発電所と、住⺠民出資の発電所の２つが共存	  

100世帯の集落落で、ほぼ全⼾戸出資による農協を新たに設⽴立立	  
2015年年6⽉月1⽇日、⾏行行政が建設した発電所が稼働を開始	  
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⼩小⽔水⼒力力発電の事業開発までの流流れ	  

・測量量	  
・流流量量調査（1年年間）	  
・ルート検討	  
・基本設計	  
・概算事業費積算	  
・採算性評価	  
・事業計画⽴立立案	  
・事業主体設⽴立立検討	  
・法的規制・権利利関係	  
 　調査	  

・実施設計	  
・⽔水⾞車車発注	  
・電⼒力力会社接続検討	  
・設備認定	  
・⽔水利利権取得	  
・その他届出	  
・資⾦金金調達	  

初期調査	  
概略略検討	  
基本設計	  
事業計画	  
(１〜～１年年半)	  

実施設計	  
資⾦金金調達	  
各種申請	  
(半年年〜～１年年)	  

⼯工事	  

(半年年〜～２年年)	  
運転開始	  

・地点⾒見見学	  
・流流量量・落落差	  
・導⼊入可能性評価	  
・ルートの概略略検討	  

・⼯工事業者	  
 　選定	  
・施⼯工管理理	  

・ﾒﾝﾃﾅﾝｽ	  

発電所導⼊入を進める上での障壁	  

① 　⼩小⽔水⼒力力発電のポテンシャルがあるにもかかわらず、	  
 　 　	  ⼩小⽔水⼒力力発電の基礎的な知識識がないため、	  
 　 　	  何から始めていいのかがわからない。	  

② 　基礎調査・概略略設計をするための	  
 　 　費⽤用を捻捻出することができない。	  

③ 　⼩小⽔水⼒力力発電の事業化の可能性が出てきたとしても、	  
 　 　地域の合意形成や事業主体設⽴立立ができない。	  

④ 　実施設計〜～施⼯工の段階で、建設費が⾼高くなってしまい、	  
 　 　コスト削減ができない。	  

⑤ 　その他	  
 　 　系統連系ができない、地権者の同意が得られないなど	  

⽯石徹⽩白の成功を特殊事例例としないために、郡上市⼩小⽔水⼒力力発電推進会議にて、
地域が事業主体となった⼩小⽔水⼒力力発電導⼊入を可能にする「郡上モデル」を開発中。

 　 　 　 　 　 　 　 　郡上市⼩小⽔水⼒力力発電調査研究会 　 　⼩小⽔水⼒力力発電導⼊入施策の全体像	  
⾏行行政施策	   ⺠民間への波及	  

③普及啓発・	  
 　	  	  ⼈人材育成	  

普及啓発	   ⼩小⽔水⼒力力発電セミナーの開催	  

⼈人材育成	   ⾃自然エネルギー学校の実施	  
（基礎編・実践編）	  

④事業化⽀支援	   住⺠民参加型流流量量調査による、基礎調査の実施	  

⼩小⽔水⼒力力発電可能地調査	  ①地点調査	   有望地点マップの	  
作成と公開	  

②モデル事業	  

⼩小規模型	   モデル事業（防災・環境教育）の推進	  

事業型	  
（公共）	   公共インフラを活⽤用した⼩小⽔水⼒力力発電施設の建設	  

事業型	  
（⺠民間）	  

事業型に対する	  
⽀支援施策の事例例研究	   ⽀支援施策の実施	  

・有望地点マップの閲覧	  
 　⇒ポテンシャルに気づく	  

・モデル事業実施＆ＰＲ	  
 　⇒他地区への展開	  

・モデル事業実施＆ＰＲ	  
 　⇒事業型（⺠民間）へ波及	  

・⺠民間事業主体設⽴立立⽀支援	  
・⺠民間主導による事業実施	  

・⼩小⽔水⼒力力発電の魅⼒力力を	  
 　広くＰＲ	  

・⼩小⽔水⼒力力発電導⼊入の	  
 　知識識を持った⼈人材の育成	  
・実践編では、実際にDIY	  
 　で設置	  
・地域住⺠民が主体となった	  
 　事業主体設⽴立立⽀支援へ	  

地
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地域づくりは、 

今になってはじまったことではない	
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自分たちの手で暮らしをつくること 

自分たちで村をつくること 

かつては、あたりまえのことだった	

地域づくりは、 

今になってはじまったことではない	

鴛谷吉明さん提供	
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船戸鉄夫さん提供	

昭和３０年までは、 
水力発電で、エネルギーも自給していた	

大正13年（1924年）10月 
　有限責任石徹白電気利用組合設立。　　 
　番屋地内に水力発電所建設される。 
　組合員175名。 

昭和30年 
　発電所閉鎖し、 
　北陸電力より電気購入。	

先人達が、自分たちの手で暮らしをつくり、	
仕事をつくり、村をつくってきたように・・・	

地域事業主体形成において、より⼤大切切なこと	  
1.  地域の⼈人たちの思い・関⼼心ごと・懸念念に寄り添う	  

2.  ⾼高度度成⻑⾧長期以前の暮らしをふりかえる
（聞き書き・地元学など）	  

3.  成功イメージを共有する（夢を語る・事例例を⾒見見る）	  

4.  ⼩小さな成功体験を積み重ねる	  

5.  仲間になる	  

「地域主体形成」ではなく「潜在的⾃自治⼒力力の覚醒」	  


